
１
５
年
度
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
で
磨
く
国
語
力
」
№
６ 

年 
 

組 
 

番 

氏
名 

 
９
９
年
前
、
大
正
５
年
の
５
月
に
イ
ン
ド
の
①
詩
聖
（
し
せ
い
）
タ
ゴ
ー
ル
が
日
本
に
来
た
。（
１
）

ア
ジ
ア
初
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
詩
人
は
行
く
先
々
で
②
カ
ン
ゲ
イ
（
歓
迎 

）
さ
れ
、
求
め
に
応
じ

て
短
詩
や
③
警
句
（
け
い
く
）
を
い
く
つ
も
残
し
た
。
そ
れ
ら
を
集
め
た
詩
集
『
迷
え
る
小
鳥
』（
藤

原
定
訳
）
に
次
の
言
葉
が
あ
る
▼
（
２
）
〈
ど
の
赤
ん
坊
も
、
神
は
ま
だ
人
間
に
絶
望
し
て
い
な
い

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
た
ず
さ
え
て
く
る
〉。
第
１
次
世
界
大
戦
の
戦
火
が
④
欧
州
（
お
う
し
ゅ
う
）

を
⑤
覆
（
お
お
）
っ
て
い
た
。
人
類
を
⑥
ウ
レ
（
憂 

）
え
た
祈
り
の
言
葉
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

ど
ん
な
時
代
で
あ
れ
、
新
し
い
生
命
は
そ
れ
自
体
が
未
来
そ
の
も
の
だ
▼
い
つ
ど
こ
に
生
ま
れ
、
誰

を
父
母
と
す
る
か
は
選
べ
な
い
。
な
の
に
、（
３
）
そ
の
こ
と
が
も
た
ら
す
⑦
ラ
ク
サ
（
落
差 

）

は
痛
ま
し
い
。
世
界
で
は
小
学
校
に
通
え
な
い
子
が
約
５
７
０
０
万
人
に
の
ぼ
る
。（
４
）
５
歳
か

ら
１
４
歳
の
１
５
％
が
児
童
労
働
に
⑧
ツ
（
就 

）
か
さ
れ
て
い
る
▼
国
内
の
格
差
も
ゆ
ゆ
し
さ
を

増
す
。
子
ど
も
の
貧
困
の
話
を
聞
か
ぬ
日
は
な
く
、
貧
し
さ
は
固
定
化
の
傾
向
に
あ
る
。
幼
く
し
て

先
が
見
え
て
し
ま
う
社
会
に
、
希
望
は
あ
る
だ
ろ
う
か
▼
タ
ゴ
ー
ル
来
日
と
同
じ
年
、
経
済
学
者
の

河
上
肇
は
『
貧
乏
物
語
』
を
本
紙
に
⑨
レ
ン
サ
イ
（
連
載 

）
し
て
反
響
を
呼
ん
だ
。
貧
乏
と
は
何

か
に
つ
い
て
、
大
意
こ
う
言
う
。「（
４
）
生
ま
れ
持
っ
た
天
分
を
伸
ば
し
て
い
く
の
に
必
要
な
物
資

を
得
て
い
な
い
者
は
、
す
べ
て
貧
乏
人
と
称
す
べ
き
だ
」。（
５
）
機
会
の
平
等
に
通
じ
る
言
葉
で
も

あ
ろ
う
▼
育
つ
力
を
も
れ
な
く
支
え
る
仕
組
み
を
心
底
考
え
た
い
と
き
だ
。
⑩
産
声
（
う
ぶ
ご
え
）

と
と
も
に
決
ま
る
の
は
親
と
故
郷
ぐ
ら
い
。
あ
と
は
資
質
と
努
力
で
ど
う
に
で
も
。
そ
ん
な
社
会
は

大
人
の
責
任
で
も
あ
ろ
う
。
き
ょ
う
は
新
緑
ま
ぶ
し
い
季
節
に
置
か
れ
た
、
こ
ど
も
の
日
で
あ
る
。 

〔
２
０
１
５
年
５
月
５
日
「
天
声
人
語
」〕 

問
一 

①
～
⑩
の
カ
タ
カ
ナ
部
は
漢
字
に
直
し
、
傍
線
部
は
読
み
を
答
え
な
さ
い
。 

問
二 

次
の
名
称
で
呼
ば
れ
る
人
物
を
後
か
ら
選
び
、（ 

 

）
に
記
号
を
書
き
入
れ
よ
う
。 

 
 

・
歌
聖
（
２ 

） 

・
楽
聖
（
４ 

） 

・
詩
仙
（
３ 

） 

・
詩
聖
（
５ 
） 

 
 
 

１ 

王
維 

 

２ 

柿
本
人
麻
呂 

 

３ 

李
白 
 

４ 

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン 

 
 
 

５ 

杜
甫 

 

６ 

王
維 

 

７ 

大
伴
家
持 

 

８ 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト 

問
三 

傍
線
部
（
１
）
の
受
賞
作
品
の
記
号
を
○
で
囲
も
う
。 

 
 

○ア
『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』
イ
『
イ
リ
ュ
ミ
ナ
シ
オ
ン
』
ウ
『
荒
地
』
エ
『
ロ
マ
ン
ツ
ェ
ー
ロ
』 

問
四 

傍
線
部
（
２
）
と
い
え
る
の
は
何
故
か
。
３
０
字
程
度
で
説
明
し
て
み
よ
う
。 

 
 

〔
答
例
〕（
赤
ん
坊
は
、
人
類
の
未
来
と
希
望
を
切
り
開
け
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
か
ら
。
） 

問
五 

傍
線
部
（
３
）「
そ
の
こ
と
」
の
指
示
内
容
を
、
２
０
字
程
度
で
ま
と
め
よ
う
。 

 
 

〔
答
例
〕（
赤
ん
坊
は
、
場
所
や
、
父
母
を
選
べ
ず
に
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
。） 

問
六 

現
在
世
界
人
口
総
数
は
約
７
３
億
２
４
７
８
万
２
０
０
０
人
、
そ
の
う
ち
５
歳
か
ら
１
４
歳

ま
で
の
人
口
割
合
は
１
６
・
７
％
。
で
は
、
傍
線
部
（
４
）
は
次
の
う
ち
ど
の
数
字
に
最
も
近

い
か
。
正
し
い
記
号
を
○
で
囲
も
う
。 

 
 

ア 

１
億
４
千
万
人 

イ 

１
億
６
千
万
人 

○ウ 

１
億
８
千
万
人 

エ 

２
億
人 

問
七 

傍
線
部
（
４
）
を
、
漢
字
１
字
、
ま
た
は
２
字
の
熟
語
で
答
え
る
と
何
か
。 

 
 

（ 

金
・
資
本 

 

） 

問
八 

傍
線
部
（
５
）
と
対
称
的
な
平
等
概
念
は
何
か
。 

 
 

（ 

結
果
の
平
等 

 

） 


